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川
・
山
・
海
の
三
自
然
を
満
喫 

愛
治
児
童
と
の
合
同
キ
ャ
ン
プ 

 

今
年
で
３
回
目
と
な
る
愛
治
小
と
の
合
同
「
戸

祇
の
子
キ
ャ
ン
プ
」
が
八
月
十
七
・
十
八
日
に
実

施
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童
ら
が
、
広
見
川
で
の
川

遊
び
・
安
森
で
の
テ
ン
ト
宿
泊
・
明
浜
ビ
ー
チ
で

の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
乗
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 

            

      

戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
年 

増
原 

佳
奈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
が
、
一
番
心
に
残 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
い
る
こ
と
は
、
広 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

見
川
で
遊
ん
だ
こ
と

で
す
。
岩
か
ら
飛
び 

こ
ん
だ
り
、
魚
を
探
し
た
り
し
ま
し
た
。
う
な
ぎ 

も
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
友
達
と
の
友
情
も 

深
ま
り
ま
し
た
。 

 
安
森
洞
で
は
、
み
ん
な
と
協
力
し
て
カ
レ
ー
ラ 

イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
お
い
し
く
食 

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
は
、
友
達
と
話
し 

過
ぎ
て
五
時
ま
で
起
き
て
い
ま
し
た
。 

 

戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
三
島
の
自
然
と
ふ 

れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
自
然
の 

そ
の
大
切
さ
も
学
び 

ま
し
た
。
友
達
と
の 

友
情
も
深
ま
り
、
と 

て
も
い
い
キ
ャ
ン
プ 

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

包
丁
握
っ
て
、
悪
戦
苦
闘 

    
 

 

老
人
ク
ラ
ブ 

料
理
を
楽
し
む 

九
月
六
日
（
木
）
、
公
民
館
調
理
室
で
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
松
浦
ム
ネ
コ
さ
ん
（
延
川
）

を
講
師
に
招
き
、
男
の
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

「
た
ま
に
は
、
愛
妻
に
何
か
作
っ
て
や
ろ
う
や
」

と
３
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
教
室
に
、
今
年
も

各
部
落
の
男
性
役
員
ら
十
人
が
参
加
。
松
浦
講
師

や
協
力
者
の
伊
手
リ
ツ
ヱ
女
性
部
長
か
ら
、
調
理

の
手
順
を
教
わ
り
な
が
ら
、
男
達
は
腕
に
よ
り
を

か
け
、
見
事
に
「
し
ゃ
け
御
飯
・
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン

プ
ル
ー
・
鶏
肉
の
蒸
し
煮
・
な
す
の
た
た
き
」
の

４
品
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
の
試
食
会
で
は
、
松

浦
講
師
差
し
入
れ
の
「
ゴ
ー
ヤ
の
漬
物
」
と
共
に
、

丁
寧
に
盛
り
付
け
た
料
理
を
満
足
そ
う
に
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。 

  

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

平成１9 年 

9月 

２日目の朝は食事を兼ね、名物「そうめん流し」を体
験。ロマン亭のおばちゃんの指導で、ゆであがった麺
に冷水をかける児童達。この後は、交替で素麺を流し
ながらの、美味しく楽しい朝食タイムとなりました。 

明浜ではシーカヤック（二人
乗りの手漕ぎボート）を体験。
二人の息が合わないと、思う
ようには進みません。 

美味しそうな匂いが漂う中、松浦ムネコ講
師から料理の手ほどきを受ける役員の皆さ
ん。その他、老人クラブは 9 月の取組みで、
「敬老祝いの感謝の気持ちとして地域ボラ
ンティアをしよう。」と 9/18、三島小学校
の土手の草刈りをされています。 



故
郷
へ
の
思
い
一
つ
に
な
っ
て 

 
 
 

三
島
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

帰
郷
さ
れ
た
人
々
と
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
多
く
の

人
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
な
る
三
島
夏
祭
り
盆
踊

り
大
会
が
八
月
十
五
日
（
水
）、
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

                 

 

今
年
の
演
芸
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
地
元
在
住
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｉ
建
材
バ

ン
ド
」
が
出
演
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
や
加
山
雄
三
な
ど

懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
を
演
奏
し
、
ス
テ
ー
ジ

前
に
集
ま
っ
た
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
商
工
会
三
島
支
部
が
、
昔
の
三
島
夏
祭
り

の
象
徴
で
あ
っ
た
「
火
文
字
」
を
復
活
し
た
ほ
か
、

日
吉
地
区
の
声
楽
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
ナ
チ
ュ
ラ

ル
」
さ
ん
も
招
い
て
頂
き
、
二
十
数
年
ぶ
り
の
「
炎
」

に
合
わ
せ
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
来
場
者
み
ん
な

で
歌
お
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

地
元
の
ス
タ
ー
バ
ン
ド
の
演
奏
、
地
元
有
志
が
復

活
さ
せ
た
シ
ン
ボ
ル
「
火
文
字
」、
唱
歌
「
ふ
る
さ

と
」
の
静
か
な
大
合
唱
。
ほ
ん
と
に
素
晴
ら
し
い
一

夜
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

地
区
外
か
ら
訪
れ
今
年
の
三
島
夏
祭
り
を
見
ら

れ
た
方
が
、「
近
隣
各
地
の
盆
踊
り
大
会
が
、
予
算

や
協
力
体
制
な
ど
か
ら
、
縮
小
へ
と
向
う
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
く
中
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
充
実
し

た
内
容
へ
、
さ
ら
に
想
い
出
に
残
る
夏
祭
り
に･･･

、

と
い
う
地
元
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
良
く
現
わ
れ

て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
。」

と
感
慨
深
げ
に
言
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
た
流
れ
や
風
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
、
各
種
の
伝
統
行
事
を
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

                       

熱いアンコールの声に応える［ＯＹＡＪＩ建材バンド］の皆さん 
程内 一彦（ギター・川上）  程内 鉄平（ギター・川上） 
谷口 満昭（ベース・久保）  小山 浩之（サックス・下鍵山） 
瀧谷 繁勝（ドラム・川上）          敬称略 

火が灯され、鮮やかに浮かび上が
った「ふるさとみしま」の文字。
一文字は80ｃｍ四方。写真上は、
番線に固く幾重にも布を巻きつ
け火の核を作る商工会の皆さん。 

今年はどの部落も、太鼓の打
ち手が登場。下大野の踊りで
は、兵頭敏和さんが娘さんや
お孫さんといっしょにバチ
さばきを披露していました。 やさしくゆらぐ７つの炎に合わせ、

今年の大ヒット曲「千の風になっ
て」を歌う「日吉コールナチュラル」
の皆さん。 
素晴らしい歌声に、ステージ前には
ひとり、また一人と来場者が集まっ
て来ていました。 



夏祭り 各会計の決算概要 
納  涼  盆  踊  り  大  会 

収 入 の 部 （単位：円） 支 出 の 部 （単位：円） 
町 補 助 金 93,000 町夏祭りに係る町補助金 報 償 費 281,520 演芸出演・部落報償費等 
助 成 金 300,000 自治会一般会計から 消 耗 品 費 3,879 紙コップ・乾電池等 
負 担 金 31,937 自治会組別負担金から 通信運搬費 950 案内ハガキ代 
雑 収 入 9,012 出店料、預金利子 手 数 料 9,200 紅白幕クリーニング代 

   会 議 費 63,400 実行委員会・反省会費 
   借 上 料 75,000 音響器材代 

計 433,949  計 433,949  
打 上 げ 花 火 大 会 

寄 付 金 264,779 商工会青壮年部関係 打上げ花火 700,000 花火代 
負 担 金 497,063 自治会組別負担金から 報 償 費 50,000 消防団・商工会へ 
雑 収 入 158 預金利子 通信運搬費 4,100 寄附お礼状ハガキ代 

   手 数 料 7,900 花火許可申請手数料 
計 762,000   762,000  

●自治会組別負担金  計 529,000 円：盆踊り大会へ 31,937 円・花火大会へ 497,063 円（今年度全額使用） 
                  今年も各戸 1,000 円のご負担頂き、本当にありがとうございました。 
●青壮年部関係寄附金 計 307,000 円：今年度花火大会へ 264,779 円・次年度へ繰越 42,221 円 
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村
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政
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駐
在
所
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中
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梶
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一
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小
松
Ｄ
Ｅ
伊
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谷
平
哲
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診
療
所
長 

小
料
理 

吟 

井
伊
香
代
子 

戸
田
鮮
魚
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松
本
健
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岩
本 

達
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三
島
建
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松
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加
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桐
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吉
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重
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土
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浩
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義
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松
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正
美 

松
浦 
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松
本 

健
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 ◎
程
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美
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松
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俊
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程
内
チ
ズ
子 

坂
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誠 

芝
サ
ー
ビ
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Ｊ
Ａ
三
島
支
所 

葛
川 

熊
夫 

森
本 

義
忠 

土
釜 

邦
男 

三
島
ど
ん
こ 

ガ
ー
メ
ン
ト 

程
内
製
材
所 

三
島
石
油
店 

 

◎
樋
口 

正
明 

本
土 

金
城 

ウ
イ
ン
グ
ス 

ア
カ
ネ
食
堂 

ヒ
グ
チ
電
設 

 

件
数 

計 

 

八
四
件 

金
額 

計 

三
十
万
七
千
円 

商
工
会 

青
壮
年
部
関
係 

打
上
げ
花
火
寄
付
金
に
つ
い
て 

今
年
も
商
工
会
三
島
支
部
青
壮
年
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん

の
寄
附
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
附
を

頂
い
た
皆
さ
ん
、
ま
た
寄
附
集
め
に
ご
尽
力
頂
い
た
青
壮
年
部
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

※
「
◎
」
は
、
寄
附
収
集
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん



 
 
 
 
 
 
 

 我
が
愛
し
の
三
島 

       

 

私
は
、
縁
あ
っ
て
今
年
の
３
月
に
三
島
駐
在
所
に

着
任
し
ま
し
た
。
前
任
地
は
、
三
島
と
は
正
反
対
の

海
の
駐
在
所
。
警
察
に
入
り
、
今
ま
で
七
カ
所
の
駐

在
所
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
殆
ど
が
海
岸
端
で

の
勤
務
だ
っ
た
の
で
、
山
間
部
で
の
仕
事
に
今
は
ま
だ

少
し
戸
惑
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
警
察
の
仕
事
と
し
て
は
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
、
地
域
の
実
状
に
合
っ
た
仕
事
を
し
て 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 こ

と
に
し
た
。 

横
の
お
地
蔵
様
周
囲
の
清
掃
を
す
る
事
に
し
た
。 

い
け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ど
こ
の
駐
在
所
に
勤
務
し
て
も
、
一
年
目
は
、

地
域
の
人
柄
、
習
慣
、
風
習
、
警
察
的
事
象
な
ど

に
つ
い
て
浅
く
広
く
知
り
、
二
年
目
は
浅
か
っ
た

事
に
つ
い
て
深
く
知
り
な
が
ら
、
新
し
く
加
わ
っ

た
事
も
残
さ
ず
知
っ
て
い
き
、
そ
れ
に
よ
り
三
年

目
は
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
が
出
来
る
。
私
は
こ
の

様
な
計
画
を
立
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
余
裕
も
無
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

物
足
り
な
い
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
が
こ
の
地
に
何
年
勤
務
で
き
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
勤
務
し
て
い
る
限
り
は
、
出
来
得
る

限
り
の
こ
と
は
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

有
志
が
集
ま
り
「
慰
霊
祭
を
」
と
の
話
し
が
進
ん

で
い
る
。 

有
志
が
集
ま
り
「
慰
霊
祭
を
」
と
の
話
し
が
進
ん

で
い
る
。 

 

お
地
蔵
さ
ま
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字 

香
典
返
し
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月
二
十
四
日 

上
甲
典
広
さ
ん
（
下
大
野
） 

 

八
月 

十
四
日 

奥
浦
宏
康
さ
ん
（
延 

川
） 

 

八
月 

三
十
日 

酒
井
利
一
さ
ん
（
久 

保
） 

行 事 予 定 

－ 9 月 － 
 
2 日（日）小学校体育館 
     ガラス清掃 
      8：00～ 

      バレーチーム等 
体育館利用者有志 

 
13 日（木）館長杯 

クロッケー大会 
      8：30～ 
 
15 日（土）三島地区敬老行事 
      9：00～ 
      
23 日（日）三島地区大運動会 
      8：30～ 
 
 

－ 10 月 － 
 

       
11 日（木）館長杯クロッケー 

      8：30～ 
 

14 日（日）三島地区球技大会 
      8：30～ 

 
23 日（月）戸祇の子学級 
      13：15～ 
     いもたき・おはぎ 
     ＆クロッケー大会 
 

祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
鬼北町ホームアドレス 

http//www.town. 
kihoku. ehime.jp/ 

 
 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

 

今は土地柄を勉強中 
－ 三島駐在所 － 

村上政広 所長 

 
清家健二さん（小松）から自治会
に「簡易テント一棟」の寄附があ
り、さっそく８月３０日、老人ク
ラブの協力のもと行われた「夏休
み子供クロッケー大会」に使用さ
せて頂きました。クロッケー大会
の結果は次の通り。 
優勝：川上ファイターズ（６年葛川
純平・４年葛川悠平・３年駄場寛人） 


